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項目 分 前 後 差額
カ ト 廃止 12,960 ０ -12,960
ガーゼ 変更 65,250 23,560 -41,686
球 変更 15,582 1,250 -14,332
変更 14,400 3,760 -10,640
合計 108,192 28,574 -79,618
中央材料室におけるＱｃ活動の効果一業務の見直しによる改善とコスト削減一
物品請求が複写式になったことから間違いが起こ
りにくく、物品管理の面からも向上したといえる。
中材業務のシステム変更は、臨床に及ぼす影響
が大きいので慎重に考察する必要があり、特に一
次処理の方法の変更は重大であることが指摘7)さ
れているが、感染防止対策や業務の変化に伴う人
の動き、備品・設備の変更に加え、－次処理の質
は、絶対的に改善されなければならない８)。今回
研究的に取り組んだ結果としてのシステム変更に
ついては、初期の段階において病棟と中材間で１慣
習的に現行どおりの方法で行うなど、多少混乱し
た時期があり、周知徹底に苦慮した点も指摘され
る。しかし、混乱は一時的であり、結果的に作業
効率および感染対策と効率化の面から効果が図れ
たと考える。
＜滅菌業務技術＞については、セッシの単包化
はパック用の作業やコストが必要となるが、供給
数が減少することで経費も減少する。セッシの単
包化前は、未使用のセッシも洗浄・乾燥するなど
作業を行っていたものが、単包化後は使用したセッ
シだけを洗浄し乾燥することで作業の無駄も省け
る，）と効果が確認されている。また、衛生材料
(小ガーゼ、綿球）やセッシ、軟膏ベラ、ガーゼ
を単品包装にしたことで、使用するセッシの数も
減少し、ガーゼの選択も容易になった。単包化し
たガーゼは経済効果だけでなく、大きさや枚数が
規定されているガーゼが、患者の創部の状態によ
る必要に応じて適切に選択され、使用される利点
がある'0)。
適'性洗浄と滅菌、保管の点でも質の保証と効率
化が図られるが、病棟の看護の立場からみても、
ラウンドによって集配する作業がなくなる。そし
て、病棟で行っていた一次洗浄が廃止され、複写
伝票による物品請求を行うとしたことは、利便'性
が高まり、感染防止対策の面からも向上し、物品
請求もし易くなったと考えられる。
さらに、滅菌委託品（カストガーゼ、綿球、
膀胱洗浄機など）の変更と廃止を行ったことで、
１ヶ月に79,618円の経費削減となったのである。
このことは、年間でいえば約100万円のコスト削
減に寄与することになる。カストを廃止し、ガー
ゼ、セッシを単品包装することについては、感染
リスクを低減化すると共に経済効果が得られると
いう報告''１もある。今回のわれわれの研究結果か
らもこのことを検証することができた。
以上のような状況からも、安全』性と経済`性の観
点からＱｃ活動の効果が示唆されたと考える。
＜人材管理＞については、中材業務が明確になっ
たことで専従者も代行業務に当たる看護師も不安
なく仕事に専念できるようになった。
スタッフが質のよい仕事を行うことができるよ
うにするには、中材管理者は個々の人材を大切に
し、人間関係の調整や作業量の査定を行い、効率
的な業務改善を行って行かなければならない'2)。
今後も現場の声を聞きながら、Ｑｃ活動に取り組
み、働きやすい環境づくりをしていく必要がある。
中材は、病院の中では目立たない存在であるが、
縁の下の力持ち的存在として重要な部門である'3)。
このとからも、Ａ病院における今回のＱＣ活動に
よる業務改善の取り組みの研究は、中材業務の質
の改善が図られるとともに中村担当者にも、その
他の部署についても中材業務の重要性が再認識さ
れることになった。
効果的な業務改善は、結果的に患者にフィード
バックされ、質の高い看護ケアの提供を保証す
るＭ)。今回のＱｃ活動は、病棟と中材双方の業務
量の軽減とともに、間接的な患者ケアにつながっ
たことになる。
Ｑｃ活動は、問題解決や人材育成としての効果
も大きく、部署間の風通しが良くなり、お互いの
立場を思いやることもできるようになるなど、看
護管理の一方法としても有効である'5)。さらに、
職場環境の適正化により、仕事に対して一層の意
欲が高められたと推察された。
－７－
石本輝美他熊本大学医学部保健学科紀要第５号（2009）
Ⅵ、結論 49-54,2004.
7）北村叔子：汚染医材の一次処理を中央化するためには，医
材と滅菌，８０：38-41,2004.
8）北村叔子：前掲７．
９）中村悦子：ガーゼ・セッシの単包化による経済効果の検討，
環境感染，２０(4)４：264-267,2005.
10）中村`悦子：前掲９．
１１）中村悦子：前掲９．
１２）戸川紀子：現状の問題点・職員教育・中材管理者として今
後に望むこと，医材と滅菌，８３：19-23,2005.
13）山佐瞳：適切な洗浄・消毒・滅菌による安全器材の提供を
目指して，全国自治体病院協議会雑誌，４５(4)：153-155,2006.
14）渋谷越子，山本道子：業務を整理，改善する意義，中央材
料室での取り組みから，看護管理，７(1)：66-69,1997.
15）竹内節子：当院のＱＣサークル活動の実践～経営上のメリッ
トと有効な看護管理の一手法，患者満足，５(4)：28-39,2001.
ＬＱＣ活動によって作成した特`性要因図によっ
て見いだされた特`性「中材室の業務上の問題はな
にか？」に向かって確認された中村業務の要因は、
＜設備･配置＞＜供給システム＞＜滅菌業務技
術＞＜人材管理＞の４要因であった。
２．４要因ごとに目標を設定して対策を実践した
結果、システム的に業務改善が図られ、コストは
年間、約100万円の削減ができた。
Ⅶ．おわりに
中材業務のＱｃ活動から、問題点を抽出して特
性要因図をもとに、要因ごとに対策を立案して実
践した結果、業務改善とコスト削減が図られた゜
また、Ｑｃ活動を行った職員がチームアプローチ
により問題解決するための実践的な方法を学ぶ機
会となり、看護サービスや看護の質の向上につな
がったといえる。
中材勤務の専従者と代行者にとっては、職場環
境が適正に改善されたという感覚を持ち、仕事に
一層の意欲が高められたことは、大きな効果があっ
た。今後も、更なるＱｃ活動を推進していきたい
と考えている。
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